
 

 

 

学校教育では、生命の大切さを学び、自尊感情や他の人とよりよく生きようとする意識、集団生活での規範を尊重

し義務や責任を果たす態度など、「生きる力」を育む教育活動を推進しています。子どもの実態や発達段階を踏まえ、

学校の教育活動全体を通じて取り組むこととしています。 

 

大積小学校では、以下の三点について教育活動を進めています。 

１ 一人一人を大切にし、互いに支えあう、温かい雰囲気の学校・学級づくりを目指しています。 

  ・相談体制の確立や自己肯定感が高まるような取り組み（自己選択・自己決定等）を行っています。 

  ・児童のよさを互いに見付け合う活動を特別活動や帰りの会等で実施しています。 

  ・大積にこにこニュース（全校放送）などで、望ましい行動や心の育ちを感じられる行いなどを紹介しながら価値付

けています。 

２ 指導内容や指導方法等の改善・充実に努めます。 

  ・人権感覚の育成に向けて、地域の人材等、地域の教育力を積極的に取り入れます。保幼小等の交流活動、奉仕

活動や自然体験活動を充実させます。 

 ・同和問題やLGBTQなどの指導を年間計画に位置付け、「新版いのち」や「北九州市子どもつながりプログラム」

などを活用して指導します。 

 ・特に、今年度は特別支援教育について、教師も子どもも学ぶ年度にしています。 

３ 学校間の連携や、学校・家庭・地域との連携を大切にします。 

 ・東郷中学校区の４校（東郷中・大積小・白野江小・柄杓田小）とは、年間を通して情報交換や授業研究、人権学習

等を実施しています。また、地域会議では、地域の方と、４校で、子どもを真ん中に据えながら、情報交換を行ってい

ます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「一人ひとりが生き生きと輝き、知・徳・体の調和のとれた自立した子の育成」  
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  この期間は、家庭学習にしっかり取り組む期間とします。時間のめやすは、学年×１０分です。（３年生なら３０分）宿題

が終わったら、時間いっぱい自主学習や読書に取り組むようお声かけいただけると幸いです。 

 

 また、この期間は、家庭で学習した時間と内容を記録するカードを配付します。「進んで学ぶ」 

ことを意識して学習できるようにするためです。保護者の皆様は、カードに目を通し、お子様の 

学習状況を把握していただければと思います。家庭学習ウィークが終わったら、９月２９日（月） 

に学校に持たせてください。 

ご多用の中、お手数をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。 

  

  



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 自分のよさや個性に気付くこと、だれもが過ごしやすい環境に気付くことなど、学年の発達の段階に応じて学習を行い

ました。ご家庭でも学習内容について、ぜひ話題にしてみてください。 

 
 

 

 ９月１２日、１年生と２年生が、奥畑川で体験活動を行いました。地域の方が講師 

となり、川を案内していただきました。初めて川で生き物探しをする子どもたちが大 

多数でした。コツを教えていただき、網で魚やエビ、ヤゴなどを捕まえて観察、リリー 

スしました。帰る時間になっても、「まだやりたい！」と夢中になっていた子ども達です。 

貴重な体験活動となりました。ありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

１年生 ぼくは小さくて白い 

 

２年生 われたかびん 

 
３年生 わたしのいいところ 

 

４年生 ええことするのはええもんや！ 

 

５年生 折れたタワー 

 

６年生 共生社会について 

 

おくはたがわでさかながいっぱいとれま
した。こうちょうせんせいから、さかなとりめ
いじんっていわれて、うれしかったです。 

２ねんせいといっしょにおくはたがわに
いったよ。かにをつかまえてうれしかった
です。さんにんでいっぱいつかまえました。 

 さかながとれた。あみをつかってとれた。
あかちゃんのさかながとれた。ちっちゃいさ
かながとれた。たのしかった。 


